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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局とユーザ装置とを備える移動通信システムにおける前記ユーザ装置であって、
　前記基地局から、全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シン
ボル信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シ
ンボル用パラメータ及びオフセット値を受信する受信手段と、
　所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域かつ全ＯＦＤＭシンボルにおける測定
に基づく信号受信品質である広帯域全シンボル信号受信品質の測定を行い、当該測定の結
果と、前記受信手段により受信した前記全シンボル用パラメータ及び前記オフセット値と
を用いてセル選択処理又はセル再選択処理を行うセル選択制御手段と
　を備えることを特徴とするユーザ装置。
【請求項２】
　基地局とユーザ装置とを備える移動通信システムにおける前記ユーザ装置であって、
　前記基地局から、
　所定のリソースブロック数の帯域かつ所定のＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信
号受信品質である通常信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際
に用いられる通常パラメータと、
　全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質
に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シンボル用パラメー
タと、
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　所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域における測定に基づく信号受信品質で
ある広帯域信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられ
る広帯域用パラメータと、を受信する受信手段と、
　前記通常パラメータ、前記全シンボル用パラメータ、及び前記広帯域用パラメータに基
づいて、所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域かつ全ＯＦＤＭシンボルにおけ
る測定に基づく信号受信品質である広帯域全シンボル信号受信品質に基づいてセル選択処
理又はセル再選択処理を行う際に用いられる広帯域全シンボル用パラメータを算出し、前
記広帯域全シンボル信号受信品質の測定を行い、当該測定の結果と、前記算出した広帯域
全シンボル用パラメータとを用いてセル選択処理又はセル再選択処理を行うセル選択制御
手段とを備え、
　前記セル選択制御手段は、前記通常パラメータから前記広帯域用パラメータを引いた値
を、前記全シンボル用パラメータから引くことにより、前記広帯域全シンボル用パラメー
タを算出する
　ことを特徴とするユーザ装置。
【請求項３】
　前記信号受信品質は、ＲＳＲＱであり、前記全ＯＦＤＭシンボルにおける測定は、ＲＳ
ＲＱ算出のためのＲＳＳＩを全ＯＦＤＭシンボルに渡り測定することである
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のユーザ装置。
【請求項４】
　基地局とユーザ装置とを備える移動通信システムにおける前記基地局であって、
　所定のリソースブロック数の帯域かつ所定のＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信
号受信品質である通常信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際
に用いられる通常パラメータと、
　全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質
に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シンボル用パラメー
タと、
　所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域における測定に基づく信号受信品質で
ある広帯域信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられ
る広帯域用パラメータと、を送信する送信手段を備え、
　前記ユーザ装置において、前記通常パラメータから前記広帯域用パラメータを引いた値
を、前記全シンボル用パラメータから引くことにより、所定のリソースブロック数の帯域
よりも広い帯域かつ全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である広帯域
全シンボル信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられ
る広帯域全シンボル用パラメータが算出される
　ことを特徴とする基地局。
【請求項５】
　前記信号受信品質は、ＲＳＲＱであり、前記全ＯＦＤＭシンボルにおける測定は、ＲＳ
ＲＱ算出のためのＲＳＳＩを全ＯＦＤＭシンボルに渡り測定することである
　ことを特徴とする請求項４に記載の基地局。
【請求項６】
　基地局とユーザ装置とを備える移動通信システムにおける前記ユーザ装置が実行するセ
ル選択制御方法であって、
　前記基地局から、全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シン
ボル信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シ
ンボル用パラメータ及びオフセット値を受信する受信ステップと、
　所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域かつ全ＯＦＤＭシンボルにおける測定
に基づく信号受信品質である広帯域全シンボル信号受信品質の測定を行い、当該測定の結
果と、前記受信ステップにより受信した前記全シンボル用パラメータ及び前記オフセット
値とを用いてセル選択処理又はセル再選択処理を行うセル選択制御ステップと
　を備えることを特徴とするセル選択制御方法。
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【請求項７】
　基地局とユーザ装置とを備える移動通信システムにおける前記基地局が実行するパラメ
ータ送信方法であって、
　所定のリソースブロック数の帯域かつ所定のＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信
号受信品質である通常信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際
に用いられる通常パラメータと、
　全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質
に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シンボル用パラメー
タと、
　所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域における測定に基づく信号受信品質で
ある広帯域信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられ
る広帯域用パラメータと、を送信する送信ステップを備え、
　前記ユーザ装置において、前記通常パラメータから前記広帯域用パラメータを引いた値
を、前記全シンボル用パラメータから引くことにより、所定のリソースブロック数の帯域
よりも広い帯域かつ全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である広帯域
全シンボル信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられ
る広帯域全シンボル用パラメータが算出される
　ことを特徴とするパラメータ送信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおける信号受信品質の測定技術に関連するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ方式の移動通信システムにおいては、ＲＲＣアイドル（ｉｄｌｅ）状態のユーザ
装置ＵＥが、在圏セルの基地局ｅＮＢや周辺セルの基地局ｅＮＢから送信される信号のＲ
ＳＲＰ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｐｏｗｅｒ）／ＲＳＲＱ
（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）を測定し、
測定結果に基づいて、セル選択（ｃｅｌｌ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）やセル再選択（ｃｅｌ
ｌ　ｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）を行う（例えば非特許文献１参照）。
【０００３】
　また、ＲＲＣ接続（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ）状態のユーザ装置ＵＥが、在圏セルの基地局
ｅＮＢや周辺セルの基地局ｅＮＢから送信される信号のＲＳＲＰ／ＲＳＲＱを測定し、測
定結果を測定報告（ｍｅａｓｕｒｍｅｎｔ　ｒｅｐｏｒｔ）として基地局ｅＮＢに通知し
、当該基地局ｅＮＢが、測定報告に基づいて、例えばハンドオーバの制御を行う（例えば
非特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３０４　Ｖ１２．０．０　（２０１４－０３）
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１　Ｖ１２．１．０　（２０１４－０３）
【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１４　Ｖ１１．１．０　（２０１２－１２）
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第５４５３５５４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したようにユーザ装置ＵＥが測定するＲＳＲＰは、非特許文献３において定義され
ている通りであり、測定周波数帯域（ｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　
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ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）における参照信号（ＣＲＳ）を運ぶリソース
エレメントの電力の平均である。
【０００７】
　また、ＲＳＲＱは、非特許文献３において定義されている通りであり、「Ｎ×ＲＳＲＰ
／ＲＳＳＩ」により算出（測定）される。ここで、Ｎは、ＲＳＳＩの測定帯域（Ｅ－ＵＴ
ＲＡ　ｃａｒｒｉｅｒ　ＲＳＳＩ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）のリ
ソースブロック数である。また、ＲＳＲＱにおけるＲＳＲＰとＲＳＳＩの測定は、同一リ
ソースブロックのセットにおいて行うのが基本である。なお、ＲＳＳＩはＲｅｃｅｉｖｅ
ｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒの略であり、サービングセル
（在圏セル）からの希望信号、隣接セルからの干渉信号、熱雑音による雑音信号等の全て
の信号の受信電力の合計である。
【０００８】
　ＲＳＲＱの測定方法について図１を参照して説明する。図１（ａ）は従来の（現在の）
ＲＳＲＱの測定方法を説明するための図である。従来のＲＳＲＱの測定においては、ＬＴ
Ｅで利用される帯域の中央の６リソースブロック分のＲＳＲＰ／ＲＳＳＩを測定する。Ｒ
ＳＳＩについては、ＲＳＲＰ測定対象の参照信号がマッピングされているＯＦＤＭシンボ
ルが測定対象となる。図１（ａ）には、セル＃１とセル＃２についてのＯＦＤＭシンボル
が示されている。この従来のＲＳＲＱを用いたセル選択等がＬＴＥのＲｅｌ９で導入され
たことから、当該ＲＳＲＱを便宜上、Ｒｅｌ９ＲＳＲＱと呼ぶ。
【０００９】
　従来のＲＳＲＱの測定方法としては、上記のように、６リソースブロック分のＲＳＲＰ
／ＲＳＳＩを測定する方法に加えて、６リソースブロックよりも広い帯域でＲＳＲＱを測
定する方法がある（例えば特許文献１等参照）。当該ＲＳＲＱを便宜上、広帯域ＲＳＲＱ
と呼ぶ。広い帯域（帯域幅）の一例は、５０リソースブロック分の帯域又はそれ以上の帯
域である。
【００１０】
　一方、新たなＲＳＲＱ測定方法として、図１（ｂ）に示すように、ＲＳＳＩの測定を、
参照信号がマッピングされたＯＦＤＭシンボルに限らず、全ＯＦＤＭシンボルで行う方法
が提案されている。ただし、具体的には、全ＯＦＤＭシンボルにおけるＲＳＳＩとは、１
０ＯＦＤＭシンボルあたりの平均ＲＳＳＩである。新しい測定方法に係るＲＳＲＱを便宜
上、全シンボルＲＳＲＱと呼ぶ。
【００１１】
　ＬＴＥでは、ＲＳＲＱ等を測定し、測定値と閾値等のパラメータを用いることにより、
セル選択／セル再選択等を行うが、従来技術では、上記のような全シンボルＲＳＲＱに対
応した閾値等のパラメータをユーザ装置ＵＥが持たないため、全シンボルＲＳＲＱを使用
して適切にセル選択／セル再選択を行うことができないという課題がある。また、ＲＲＣ
接続状態における測定（ｍｅａｓｕｒｍｅｎｔ）においては、基地局ｅＮＢからユーザ装
置ＵＥに対して測定方法（どのような測定量を測定するか等）の指示（設定）がなされる
が、従来技術においては、基地局ｅＮＢはユーザ装置ＵＥに対して全シンボルＲＳＲＱに
ついての指示を行うことができないという課題もある。
【００１２】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、ユーザ装置が、全シンボルにおける信
号受信品質を測定してセル選択／セル再選択を行う際に使用するパラメータを取得し、セ
ル選択／セル再選択を行うことを可能とする技術を提供することを目的とする。
【００１３】
　また、本発明は、基地局がユーザ装置に対して全シンボルにおける信号受信品質の測定
の指示を行うことを可能とする技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の実施の形態によれば、基地局とユーザ装置とを備える移動通信システムにおけ
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る前記ユーザ装置であって、
　前記基地局から、全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シン
ボル信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シ
ンボル用パラメータを受信する受信手段と、
　前記全シンボル信号受信品質の測定を行い、当該測定の結果と、前記受信手段により受
信した前記全シンボル用パラメータとを用いてセル選択処理又はセル再選択処理を行うセ
ル選択制御手段とを備えるユーザ装置が提供される。
【００１５】
　また、本発明の実施の形態によれば、基地局とユーザ装置とを備える移動通信システム
における前記ユーザ装置であって、
　前記基地局から、
　所定のリソースブロック数の帯域かつ所定のＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信
号受信品質である通常信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際
に用いられる通常パラメータと、
　全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質
に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シンボル用パラメー
タと、
　所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域における測定に基づく信号受信品質で
ある広帯域信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられ
る広帯域用パラメータと、を受信する受信手段と、
　前記通常パラメータ、前記全シンボル用パラメータ、及び前記広帯域用パラメータに基
づいて、所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域かつ全ＯＦＤＭシンボルにおけ
る測定に基づく信号受信品質である広帯域全シンボル信号受信品質に基づいてセル選択処
理又はセル再選択処理を行う際に用いられる広帯域全シンボル用パラメータを算出し、前
記広帯域全シンボル信号受信品質の測定を行い、当該測定の結果と、前記算出した広帯域
全シンボル用パラメータとを用いてセル選択処理又はセル再選択処理を行うセル選択制御
手段とを備えるユーザ装置が提供される。
【００１６】
　また、本発明の実施の形態によれば、基地局とユーザ装置とを備える移動通信システム
における前記ユーザ装置であって、
　前記ユーザ装置が、全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シ
ンボル信号受信品質を測定する能力を有することを示す能力情報を前記基地局に対して送
信する送信手段と、
　前記能力情報を受信した前記基地局から、前記全シンボル信号受信品質を測定すること
を指示する測定設定情報を受信し、当該測定設定情報に基づいて、前記全シンボル信号受
信品質を測定し、当該測定の結果を含む測定報告を前記基地局に送信する測定制御手段と
を備えるユーザ装置が提供される。
【００１７】
　また、本発明の実施の形態によれば、基地局とユーザ装置とを備える移動通信システム
における前記基地局であって、
　所定のリソースブロック数の帯域かつ所定のＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信
号受信品質である通常信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際
に用いられる通常パラメータと、
　全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質
に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シンボル用パラメー
タと、
　所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域における測定に基づく信号受信品質で
ある広帯域信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられ
る広帯域用パラメータと、を送信する送信手段を備える基地局が提供される。
【００１８】
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　また、本発明の実施の形態によれば、基地局とユーザ装置とを備える移動通信システム
における前記基地局であって、
　前記ユーザ装置が、全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シ
ンボル信号受信品質を測定する能力を有することを示す能力情報を前記ユーザ装置から受
信する受信手段と、
　前記能力情報により前記ユーザ装置が測定能力を有することが示された前記全シンボル
信号受信品質を測定することを指示する測定設定情報を前記ユーザ装置に送信する設定手
段とを備える基地局が提供される。
【００１９】
　また、本発明の実施の形態によれば、基地局とユーザ装置とを備える移動通信システム
における前記ユーザ装置が実行するセル選択制御方法であって、
　前記基地局から、全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シン
ボル信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シ
ンボル用パラメータを受信する受信ステップと、
　前記全シンボル信号受信品質の測定を行い、当該測定の結果と、前記受信ステップによ
り受信した前記全シンボル用パラメータとを用いてセル選択処理又はセル再選択処理を行
うセル選択制御ステップとを備えるセル選択制御方法が提供される。
【００２０】
　また、本発明の実施の形態によれば、基地局とユーザ装置とを備える移動通信システム
における前記基地局が実行するパラメータ送信方法であって、
　所定のリソースブロック数の帯域かつ所定のＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信
号受信品質である通常信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際
に用いられる通常パラメータと、
　全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質
に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シンボル用パラメー
タと、
　所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域における測定に基づく信号受信品質で
ある広帯域信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられ
る広帯域用パラメータと、を送信する送信ステップを備えるパラメータ送信方法が提供さ
れる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置が、全シンボルにおける信号受信品質を測定
してセル選択／セル再選択を行う際に使用するパラメータを取得し、セル選択／セル再選
択を行うことが可能となる。
【００２２】
　また、基地局がユーザ装置に対して、ユーザ装置の能力に応じて、全シンボルにおける
信号受信品質の測定の指示を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】ＲＳＲＱの新しい測定方法を説明するための図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る通信システムの構成図である。
【図３】ＲＲＣアイドル状態におけるｃｅｌｌ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎとｃｅｌｌ　ｒｅｓ
ｅｌｅｃｔｉｏｎの概要を説明するためのシーケンス図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態の概要を説明するための図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態におけるＳＩＢ１メッセージの例を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態におけるＳＩＢ１のフィールドの説明例を示す図であ
る。
【図７】本発明の第１の実施の形態におけるＳＩＢ３メッセージの例を示す図である。
【図８】本発明の第１の実施の形態におけるＳＩＢ３のフィールドの説明例を示す図であ
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る。
【図９】本発明の第１の実施の形態におけるＳＩＢ５メッセージの例を示す図である。
【図１０】本発明の第１の実施の形態におけるＳＩＢ５のフィールドの説明例を示す図で
ある。
【図１１】本発明の第２の実施の形態における例１（例２－１）の概要を説明するための
図である。
【図１２】例２－１におけるＳＩＢ１メッセージの例を示す図である。
【図１３】例２－１におけるＳＩＢ１のフィールドの説明例を示す図である。
【図１４】例２－１におけるＳＩＢ３メッセージの例を示す図である。
【図１５】例２－１におけるＳＩＢ３のフィールドの説明例を示す図である。
【図１６】例２－１におけるＳＩＢ５メッセージの例を示す図である。
【図１７】例２－１におけるＳＩＢ５のフィールドの説明例を示す図である。
【図１８】本発明の第２の実施の形態における例２（例２－２）を説明するための図であ
る。
【図１９】本発明の第２の実施の形態における例３（例２－３）を説明するための図であ
る。
【図２０】本発明の第３の実施の形態に係るＲＲＣ接続状態におけるｍｅａｓｕｒｅｍｅ
ｎｔの概要を説明するためのシーケンス図である。
【図２１】ＲＲＣ接続状態におけるｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔに関するより詳細なシーケン
ス図である。
【図２２】本発明の第３の実施の形態における能力情報通知メッセージを説明するための
図である。
【図２３】本発明の第３の実施の形態におけるｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｏｂｊｅｃｔ（
ＭｅａｓＯｂｊｅｃｔＥＵＴＲＡ　ＩＥ）の例を示す図である。
【図２４】本発明の第３の実施の形態におけるｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｏｂｊｅｃｔ（
ＭｅａｓＯｂｊｅｃｔＥＵＴＲＡ　ＩＥ）のフィールドの説明例を示す図である。
【図２５】本発明の実施の形態に係るユーザ装置ＵＥの構成図である。
【図２６】本発明の実施の形態に係る基地局ｅＮＢの構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。なお、以下で説明する実施の形
態は一例に過ぎず、本発明が適用される実施の形態は、以下の実施の形態に限られるわけ
ではない。例えば、本実施の形態の通信システムは、ＬＴＥに対応しているが、本発明は
ＬＴＥに限らず、他の方式にも適用可能である。また、本明細書及び特許請求の範囲では
、特に断らない限り、「ＬＴＥ」の用語は３ＧＰＰのＲｅｌ－１２、もしくは、Ｒｅｌ－
１２以降の方式の意味で使用する。また、以下の実施の形態では、信号受信品質の例とし
てＲＳＲＱを用いているが、本発明に係る信号受信品質は、ＲＳＲＱに限られるわけでは
ない。
【００２５】
　（通信システム全体構成例）
　図２に、本発明の実施の形態（第１～第３の実施の形態に共通）に係る通信システムの
構成図を示す。図２に示すように、本実施の形態の通信システムは、基地局ｅＮＢとユー
ザ装置ＵＥを含む。図２には、基地局ｅＮＢとユーザ装置ＵＥが１つずつ示されているが
、これは例であり、それぞれ複数あってもよい。また、図２には、ユーザ装置ＵＥが、基
地局ｅＮＢにより形成されるセルに在圏していることを示しているが、これも例である。
なお、在圏することを、ｃａｍｐするもしくはｃａｍｐ　ｏｎすると称してもよい。
【００２６】
　（セル選択、セル再選択について）
　以下で説明する第１、第２の実施の形態において、セル選択（ｃｅｌｌ　ｓｅｌｅｃｔ
ｉｏｎ）及びセル再選択（ｃｅｌｌ　ｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）において使用するパラメ
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ータの送信について説明することから、ここで、図３を参照してＲＲＣアイドル状態にお
おけるセル選択及びセル再選択の概要について説明する。ＲＲＣアイドル状態は、ＬＴＥ
において定められている状態であるが、要するに、ユーザ装置ＵＥがユーザデータの通信
を行っておらず、待ち受け状態にあることに概ね相当する。
【００２７】
　図３に示す例では、基地局ｅＮＢ１と基地局ｅＮＢ２が存在し、それぞれセル１とセル
２を形成する。ユーザ装置ＵＥは、例えば、電源をＯＦＦからＯＮにされ、セル選択によ
り最初にセル１に在圏し、次に、セル再選択によりセル２に在圏するものとする。なお、
図３において基地局ｅＮＢから送信される各信号は、周期的に送信されるものであるが、
図３では、ユーザ装置ＵＥの受信動作に着目した信号の流れを示している。
【００２８】
　セル選択において、ユーザ装置ＵＥは、自身がサポートする周波数を順に探索（セルサ
ーチ）する。セルサーチの段階において、ユーザ装置ＵＥは基地局ｅＮＢ１、２から同期
信号（ＰＳＳ／ＳＳＳ）を受信することで（ステップ１１、２１）、タイミング等の同期
をとるとともにセルＩＤ（ＰＣＩ）を取得する。同期信号により同期がとれたセルに関し
て、ユーザ装置ＵＥは、基地局ｅＮＢから送信される参照信号（ＣＲＳ）を受信し、ＲＳ
ＲＰ（ＲＳＲＱでもよいが、本例ではベストセル選択の段階ではＲＳＲＰとする）の測定
を行う（ステップ１２、２２）。
【００２９】
　ステップ１３では、参照信号のＲＳＲＰが最も高いセル（ベストセル）としてセル１が
選択される。ユーザ装置ＵＥは、基地局ｅＮＢからシステム情報（ＭＩＢ、各ＳＩＢ）を
受信し、セル１が、ＳＩＢ１に含まれるパラメータに基づく所定の条件を満たすことを確
認して、セル１に在圏する（ステップ１５）。
【００３０】
　所定の条件とは、例えば非特許文献１に記載されている「Ｓｒｘｌｅｖ＞０　ＡＮＤ　
Ｓｑｕａｌ＞０」という条件である。
【００３１】
　ここで、Ｓｒｘｌｅｖ＝Ｑｒｘｌｅｖｍｅａｓ－（Ｑｒｘｌｅｖｍｉｎ＋Ｑｒｘｌｅｖ

ｍｉｎｏｆｆｓｅｔ）－Ｐｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎであり、Ｓｑｕａｌ＝Ｑｑｕａｌｍ

ｅａｓ－（Ｑｑｕａｌｍｉｎ＋Ｑｑｕａｌｍｉｎｏｆｆｓｅｔ）である。各記号の意味は
非特許文献１に定義されているとおりであるが、特に、Ｑｑｕａｌｍｉｎは、当該セルに
おける最低必要品質（セルに在圏するための最低必要品質）を示すパラメータである。
【００３２】
　その後、例えば、セル１のＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ等が閾値よりも低下する等の所定の条件
を満たした場合に、ユーザ装置ＵＥは、セル再選択動作を開始する（ステップ１６）。セ
ル再選択では、周辺セルをサーチして、所定の条件（例えば、前述したセル選択時の条件
を含む）に合致した周辺セルに在圏する。図３の例では、セル再選択により、セル２に在
圏する（ステップ１７）。
【００３３】
　セル再選択には、サービングセル（ＬＴＥ）の周波数と同じ周波数のＬＴＥのセルの再
選択（ｉｎｔｒａ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）、サービングセルの周波数と異なる周波数のＬ
ＴＥのセルの再選択（ｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）、異なるＲＡＴ（Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）のセルの再選択（ｉｎｔｅｒ－ＲＡＴ）等がある
が、ＳＩＢ３（ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ３）は、ｉｎｔ
ｒａ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙのセル再選択情報を有する。例えば、サービングセルのＲＳＲ
Ｐ／ＲＳＲＱが閾値よりも低下し、周辺セルの測定を開始する際の当該閾値として用いる
（あるいは、閾値を算出するために用いる）パラメータ（Ｑｑｕａｌｍｉｎ等）がＳＩＢ
３に含まれる。
【００３４】
　また、ＳＩＢ５（ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ５）には、
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ｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙのセル再選択に関する情報が含まれる。当該情報として
は、周辺セルの測定（Ｉｎｔｅｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）の対
象周波数（ＥＡＲＦＣＮ）、周辺セルの周波数毎のＱｑｕａｌｍｉｎ等のパラメータ等が
ある。
【００３５】
　以下、ＲＲＣアイドル状態に関して第１、第２の実施の形態を説明し、ＲＲＣ接続状態
に関して第３の実施の形態を説明する。
【００３６】
　（第１の実施の形態）
　まず、本発明の第１の実施の形態を説明する。図４に示すように、第１の実施の形態で
は、基地局ｅＮＢが、全シンボルＲＳＲＱ用のパラメータを含むシステム情報を送信し、
ユーザ装置ＵＥは、全シンボルＲＳＲＱを測定し、当該測定値と、全シンボルＲＳＲＱ用
のパラメータを用いてセル選択／セル再選択を行う。なお、「全シンボルＲＳＲＱを測定
し、当該測定値と、全シンボルＲＳＲＱ用のパラメータを用いて」とは、全シンボルＲＳ
ＲＱ及び対応するパラメータのみを用いることを意味せず、適宜、従来のパラメータ等も
用いてよいことを意味する。他の実施の形態においても同様である。
【００３７】
　図５に、第１の実施の形態におけるＳＩＢ１メッセージの例を示し、図６に、第１の実
施の形態におけるＳＩＢ１のフィールドの説明例を示す。図５、図６における下線は、新
規な情報であることを示すためのものである。他の図の下線も同様の意味を有する。図５
、図６に示すｑ－ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖが、セル選択において、全シンボルＲＳＲＱに関
する最低必要品質（Ｑｑｕａｌｍｉｎ）として使用される値である。
【００３８】
　図６に記載のように、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖを受信したユーザ装置ＵＥは、全シン
ボルＲＳＲＱの測定を行って、セル選択を実施する。
【００３９】
　図７に、第１の実施の形態におけるＳＩＢ３メッセージの例を示し、図８に、第１の実
施の形態におけるＳＩＢ３のフィールドの説明例を示す。
【００４０】
　図７、図８に示すｑ－ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖが、該当のセルにおけるセル再選択におい
て、全シンボルＲＳＲＱに関する最低必要品質（Ｑｑｕａｌｍｉｎ）として使用される値
である。当該Ｑｑｕａｌｍｉｎは、例えば、セル再選択用に周辺セルの測定を開始するた
めに、「全シンボルＲＳＲＱ－Ｑｑｕａｌｍｉｎ」が、所定の閾値より低下したかどうか
を判定する際に使用することができる。他のＳＩＢ３に関する例についても同様である。
【００４１】
　図８に記載のように、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖを受信したユーザ装置ＵＥは、全シン
ボルＲＳＲＱの測定を行って、セル再選択を実施する。
【００４２】
　図９に、第１の実施の形態におけるＳＩＢ５メッセージの例を示し、図１０に、第１の
実施の形態におけるＳＩＢ５のフィールドの説明例を示す。
【００４３】
　当該ＳＩＢ５は、セル再選択の際に用いられる在圏可能な周辺セルの最低必要品質（Ｑ

ｑｕａｌｍｉｎ）を示すｑ－ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖを含む。当該値は、例えば、選択した
周辺セルに在圏できるかどうかの判定（セル選択時における判定と同様の判定を含む）に
用いることができる。
【００４４】
　図１０に記載のように、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖを受信したユーザ装置ＵＥは、全シ
ンボルＲＳＲＱの測定を行って、セル再選択を実施する。
【００４５】
　（第２の実施の形態）
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　次に、第２の実施の形態を説明する。第２の実施の形態では、ユーザ装置ＵＥは、６リ
ソースブロックよりも広い帯域（帯域幅）かつ全シンボルにおけるＲＳＲＱを測定し、セ
ル選択／セル再選択を実施する。便宜上、広帯域かつ全シンボルのＲＳＲＱを広帯域全シ
ンボルＲＳＲＱと呼ぶことにする。なお、広帯域全シンボルＲＳＲＱは、「全シンボルＲ
ＳＲＱ」の一種である。
【００４６】
　以下、広帯域全シンボルＲＳＲＱを用いてセル選択／セル再選択を行う３つの例（例２
－１、例２－２、例２－３）を説明する。
【００４７】
　　＜例２－１＞
　例２－１では、図１１に示すように、基地局ｅＮＢが、ユーザ装置ＵＥに対し、広帯域
全シンボルＲＳＲＱ用のパラメータを含むシステム情報を通知し、ユーザ装置ＵＥは、広
帯域全シンボルＲＳＲＱを測定し、当該測定値と、広帯域全シンボルＲＳＲＱ用のパラメ
ータを用いたセル選択／セル再選択を行う。
【００４８】
　図１２に、例２－１におけるＳＩＢ１メッセージの例を示し、図１３に、例２－１にお
けるＳＩＢ１のフィールドの説明例を示す。図１２、図１３に示すｑ－ＱｕａｌＭｉｎＣ
ｏｍｂが、セル選択において、広帯域全シンボルＲＳＲＱに関する最低必要品質（Ｑｑｕ

ａｌｍｉｎ）として使用される値である。
【００４９】
　図１３に記載のように、ＳＩＢ１でｑ－ＱｕａｌＭｉｎＣｏｍｂを受信したユーザ装置
ＵＥは、広帯域全シンボルＲＳＲＱの測定を行って、セル選択を実施する。
【００５０】
　図１４に、例２－１におけるＳＩＢ３メッセージの例を示し、図１５に、例２－１にお
けるＳＩＢ３のフィールドの説明例を示す。
【００５１】
　図１４、図１５に示すｑ－ＱｕａｌＭｉｎＣｏｍｂが、該当のセルにおけるセル再選択
において、広帯域全シンボルＲＳＲＱに関する最低必要品質（Ｑｑｕａｌｍｉｎ）として
使用される値である。Ｑｑｕａｌｍｉｎの使用例は前述したとおりである。図１５に記載
のように、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＣｏｍｂを受信したユーザ装置ＵＥは、広帯域全シンボル
ＲＳＲＱの測定を行って、セル再選択を実施する。
【００５２】
　図１６に、例２－１におけるＳＩＢ５メッセージの例を示し、図１７に、第１の実施の
形態におけるＳＩＢ５のフィールドの説明例を示す。
【００５３】
　当該ＳＩＢ５は、セル再選択の際に用いられる在圏可能な周辺セルの最低必要品質（Ｑ

ｑｕａｌｍｉｎ）を示すｑ－ＱｕａｌＭｉｎＣｏｍｂを含む。当該値は、例えば、選択し
た当該周辺セルに在圏できるかどうかの判定に用いられる。図１７に記載のように、ｑ－
ＱｕａｌＭｉｎＣｏｍｂを受信したユーザ装置ＵＥは、広帯域全シンボルＲＳＲＱの測定
を行って、セル再選択を実施する。
【００５４】
　＜例２－２＞
　例２－２を図１８を参照して説明する。例２－２では、基地局ｅＮＢは、第１の実施の
形態で説明した全シンボルＲＳＲＱ用のパラメータ（ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖ）に加え
、当該パラメータに対するオフセット値を含むシステム情報（ＳＩＢ１、ＳＩＢ３、ＳＩ
Ｂ５等）をユーザ装置ＵＥに送信する。ユーザ装置ＵＥは、「ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖ
＋オフセット値」を、広帯域全シンボルＲＳＲＱ測定を行う際の最低必要品質（Ｑｑｕａ

ｌｍｉｎ）として使用することで、セル選択／セル再選択を行う。オフセット値は、例え
ば＋３ｄＢである。
【００５５】
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　＜例２－３＞
　例２－３を図１９を参照して説明する。例２－３では、基地局ｅＮＢは、Ｒｅｌ９ＲＳ
ＲＱ用パラメータ（ｑ－ＱｕａｌＭｉｎ）と広帯域ＲＳＲＱ用パラメータ（ｑ－Ｑｕａｌ
ｍｉｎＷＢ）と全シンボルＲＳＲＱ用パラメータ（ｑ－ＱｕａｌｍｉｎＲｅｖ）を含むシ
ステム情報（ＳＩＢ１、ＳＩＢ３、ＳＩＢ５等）をユーザ装置ＵＥに送信する。
【００５６】
　例２－３におけるユーザ装置ＵＥは、広帯域全シンボルＲＳＲＱ測定に対応しており、
上記３つのパラメータを含むシステム情報を受信した場合に、セル選択／セル再選択にお
いて広帯域全シンボルＲＳＲＱ測定を行うことを決定する。
【００５７】
　ユーザ装置ＵＥは、広帯域全シンボルＲＳＲＱに対応するパラメータを例えば以下の式
を用いて算出する。
【００５８】
　Ｑｑｕａｌｍｉｎ＝
「ｑ－ＱｕａｌｍｉｎＲｅｖ」－（「ｑ－ＱｕａｌＭｉｎ」－「ｑ－ＱｕａｌｍｉｎＷＢ
」）
　上記の式に示すとおり、全シンボルＲＳＲＱ用パラメータ値から、「Ｒｅｌ９ＲＳＲＱ
用パラメータ値から広帯域ＲＳＲＱ用パラメータ値を引いた値」を引いた値を広帯域全シ
ンボルＲＳＲＱ用のＱｑｕａｌｍｉｎとして使用する。ユーザ装置ＵＥは、このようにし
て算出したＱｑｕａｌｍｉｎを使用して、セル選択／セル再選択を行うのである。
【００５９】
　（第３の実施の形態）
　次に、本発明の第３の実施の形態について説明する。ＬＴＥのＲＲＣ接続（ｃｏｎｎｅ
ｃｔｅｄ）状態においては、モビリティに伴うハンドオーバ制御等を行うために、測定（
ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）制御が行われる。測定制御において、ユーザ装置ＵＥは、サー
ビングセル（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ）及び周辺セル（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ｃｅｌｌ）
のＲＳＲＰやＲＳＲＱを測定し、特定の条件（イベント）を満たした場合に、基地局ｅＮ
Ｂに報告を行うことが可能となっている。
【００６０】
　第３の実施の形態は、ＲＲＣ接続状態における測定（ｍｅａｓｕｒｍｅｎｔ）において
、ユーザ装置ＵＥが全シンボルＲＳＲＱ（又は広帯域全シンボルＲＳＲＱ）の測定を行い
、測定報告（ｍｅａｓｕｒｍｅｎｔ　ｒｅｐｏｒｔ）を基地局ｅＮＢに送信するものであ
る。
【００６１】
　図２０を参照して、ＲＲＣ接続状態における測定制御の概要を説明する（詳細は、例え
ば非特許文献２参照）。
【００６２】
　ＲＲＣメッセージにより、基地局ｅＮＢからユーザ装置ＵＥに測定設定情報（ｍｅａｓ
ｕｒｅｍｅｎｔ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）が送信される。当該測定設定情報には、
測定オブジェクト（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｏｂｊｅｃｔ）、報告設定情報（Ｒｅｐｏ
ｒｔｉｎｇ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、及び測定ＩＤ（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　
ｉｄｅｎｔｉｔｙ）が含まれる。
【００６３】
　測定オブジェクトは、測定対象とする周波数（ＥＡＲＦＣＮ）、測定帯域幅等の測定す
べき対象を含む。報告設定情報は、報告のトリガ（イベントベース、周期的等）、測定／
報告量（ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ）等を含む。測定ＩＤは、測定オブジェクトと報告設定情報
とを対応付けるＩＤである。１つの測定オブジェクト（例：１つの周波数）を複数の報告
設定情報（例：異なるイベントを設定する場合）に対応付けて、それぞれを測定ＩＤで識
別することが可能である。
【００６４】
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　また、測定報告のトリガとなるイベントとしては、例えば、Ｉｎｔｒａ　ＥＵＴＲＡの
イベントとしてイベントＡ１、イベントＡ２、イベントＡ３、イベントＡ４、イベントＡ
５、イベントＡ６等があり、Ｉｎｔｅｒ　ＲＡＴのイベントとして、イベントＢ１、イベ
ントＢ２等がある。イベントの内容は、例えば非特許文献２に記載されている。
【００６５】
　一例として、ユーザ装置ＵＥがハンドオーバ（サービングセルを切り替えること）を行
う際には、例えばイベントＡ３が使用される。イベントＡ３は、周辺セル（Ｎｅｉｇｈｂ
ｏｒ）のＲＳＲＰ及び／又はＲＳＲＱの値がサービングセルの値に対してオフセット分よ
りも良くなった場合に報告（測定報告）を行うイベントである。なお、測定対象とする周
辺セルの周波数やオフセット等は、測定オブジェクトにおいて指定されている。また、測
定報告には、例えば、測定ＩＤ、周辺セルのセルＩＤ、当該周辺セルの測定結果等が含ま
れる。測定報告を受けた基地局は、当該周辺セルをハンドオーバ対象セルとして管理する
。
【００６６】
　図２０の例では、ステップ１０２において、上記のようなイベントが発生し（イベント
の条件が満足され）、ステップ１０３において、ユーザ装置ＵＥが測定報告（ｍｅａｓｕ
ｒｍｅｎｔ　ｒｅｐｏｒｔ）を基地局ｅＮＢに送信する。
【００６７】
　第３の実施の形態では、上記の測定設定情報（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ）により、ユーザ装置ＵＥに対し、全シンボルＲＳＲＱ（又は広帯域全シ
ンボルＲＳＲＱ）の測定を指示するものである。
【００６８】
　図２１に、第３の実施の形態における具体的なシーケンス例を示す。このシーケンスは
、ユーザ装置ＵＥにおける発信時／着信時等に実施されるＲＲＣ接続処理のシーケンスで
ある。このシーケンス自体は従来からあるものである。ただし、図２１において、ステッ
プ番号を示したシーケンスにおいて、本実施の形態に特有の新規な情報を含む。
【００６９】
　図２１に示す例において、ユーザ装置ＵＥが基地局ｅＮＢから能力情報通知要求（ＲＲ
Ｃ　ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｅｎｑｕｉｒｙ）を受信したことに応じて、ユーザ装
置ＵＥが能力情報（ＲＲＣ　ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を
基地局ｅＮＢに報告する（ステップ２０１）。このとき、ユーザ装置ＵＥは、能力情報に
、自身が全シンボルＲＳＲＱ（又は広帯域全シンボルＲＳＲＱ）の測定をサポートしてい
ることを示す情報を含める。
【００７０】
　本実施の形態における能力情報の例（ＵＥ－ＥＵＴＲＡ－Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を図２２に示す。図２２（ｂ）に示すように、図
２２（ａ）におけるｍｅａｓＲＳＲＱ－Ａｌｌｓｙｍｂｏｌが、当該ユーザ装置ＵＥによ
り全シンボルＲＳＲＱ測定を行うことか可能かどうかを示す。例えば、ｍｅａｓＲＳＲＱ
－Ａｌｌｓｙｍｂｏｌに所定の値が設定されていれば、ユーザ装置ＵＥが全シンボルＲＳ
ＲＱ測定を行うことか可能であると判断される。なお、図２２の例では、ユーザ装置ＵＥ
が全シンボルＲＳＲＱ測定を行うことか可能かどうかを示す情報が含まれるが、ユーザ装
置ＵＥが広帯域全シンボルＲＳＲＱ測定を行うことか可能かどうかを示す情報が含まれて
いてもよい。
【００７１】
　図２１のステップ２０１における能力情報には、ユーザ装置ＵＥが全シンボルＲＳＲＱ
測定を行うことか可能であることを示す情報が含まれているものとする。
【００７２】
　図２１のステップ２０１において、上記の能力情報を受信した基地局ｅＮＢは、当該能
力情報により、ユーザ装置ＵＥが全シンボルＲＳＲＱ測定を行うことか可能であると判断
し、ステップ２０２（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
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）において、測定対象周波数に対して全シンボルＲＳＲＱを測定するよう指示する情報を
含む測定設定情報（測定オブジェクト）をユーザ装置ＵＥに送信する。
【００７３】
　図２３に、ステップ２０２で送信される測定オブジェクトの例（ＭｅａｓＯｂｊｅｃｔ
ＥＵＴＲＡ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を示す。図２４に説明があるよ
うに、図２３におけるｍｅａｓＲＳＲＱ－ＡｌｌｓｙｍｂｏｌがＴｒｕｅである場合に、
ユーザ装置ＵＥは、ＲＳＲＱ測定を行う際に、全シンボルＲＳＲＱ測定を行う。図２１の
ステップ２０２では、ｍｅａｓＲＳＲＱ－ＡｌｌｓｙｍｂｏｌがＴｒｕｅに設定されてい
るとする。更に、測定設定情報には、指示するイベント等に応じて、全シンボルＲＳＲＱ
測定に対応するパラメータ（閾値等）が含まれていてもよい。
【００７４】
　ステップ２０２において、ｍｅａｓＲＳＲＱ－ＡｌｌｓｙｍｂｏｌがＴｒｕｅに設定さ
れている測定設定情報を受信したユーザ装置ＵＥは、例えば、自セルと周辺セルのそれぞ
れで全シンボルＲＳＲＱ測定を行い、イベントＡ３等の所定のイベントを満足したとき（
あるいは定期的なタイミングが到来したとき）に、全シンボルＲＳＲＱ測定結果を含む測
定報告（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｒｅｐｏｒｔ）を基地局ｅＮＢに送信する。
【００７５】
　なお、上記の例では、主に全シンボルＲＳＲＱ測定について説明したが、広帯域全シン
ボルＲＳＲＱ測定についても同様の処理手順を適用可能である。
【００７６】
　（装置構成）
　　＜ユーザ装置ＵＥ＞
　図２５に、本発明の実施の形態（第１、第２、第３の実施の形態）におけるユーザ装置
ＵＥの機能構成図を示す。図２５に示すように、ユーザ装置ＵＥは、ＤＬ信号受信部１０
１、ＵＬ信号送信部１０２、測定制御部１０３、セル選択制御部１０４を備える。なお、
図２５は、ユーザ装置ＵＥにおいて本発明に特に関連する機能部のみを示すものであり、
ユーザ装置ＵＥは、少なくともＬＴＥに準拠した動作を行うための図示しない機能も有す
るものである。
【００７７】
　ＤＬ信号受信部１０１は、基地局ｅＮＢから各種の下り信号を受信し、受信した物理レ
イヤの信号からより上位のレイヤの情報を取得する機能を含み、ＵＬ信号送信部１０２は
、ユーザ装置ＵＥから送信されるべき上位のレイヤの情報から、物理レイヤの各種信号を
生成し、基地局ｅＮＢに対して送信する機能を含む。
【００７８】
　測定制御部１０３は、既存のＲｅｌ９ＲＳＲＱの測定機能と広帯域ＲＳＲＱの測定機能
に加えて、全シンボルＲＳＲＱ測定機能と広帯域全シンボルＲＳＲＱ測定機能を含む。例
えば、測定制御部１０３は、基地局ｅＮＢから受信するシステム情報（ＳＩＢ１、ＳＩＢ
３、ＳＩＢ５等）に含まれるパラメータに応じて、セル選択／セル再選択において、Ｒｅ
ｌ９ＲＳＲＱ、広帯域ＲＳＲＱ、全シンボルＲＳＲＱ、広帯域全シンボルＲＳＲＱのいず
れかを選択してＲＳＲＱ測定を行うことができる。例えば、システム情報に、Ｑｑｕａｌ

ｍｉｎとして使用する値として、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎ、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＷＢ、ｑ－Ｑ
ｕａｌＭｉｎＲｅｖ、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＣｏｍｂのうちの１つのみが含まれていた場合
は、それに該当するＲＳＲＱ測定を行う。また、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎ、ｑ－ＱｕａｌＭｉ
ｎＷＢ、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖ、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＣｏｍｂのうちの複数が含まれ
ていた場合は、例えば、予め定めた方法でＲＳＲＱ測定を行い、当該方法に対応するパラ
メータを使用する。
【００７９】
　また、例２－３で説明したように、システム情報に、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎ、ｑ－Ｑｕａ
ｌＭｉｎＷＢ、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖが含まれている場合には、セル選択制御部１０
４（又は測定制御部１０３）は、広帯域全シンボルＲＳＲＱに対応するパラメータ（ｑ－
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ＱｕａｌＭｉｎＣｏｍｂに相当）をｑ－ＱｕａｌＭｉｎ、ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＷＢ、ｑ－
ＱｕａｌＭｉｎＲｅｖから算出するとともに、広帯域全シンボルＲＳＲＱ測定を行って、
測定値と、算出したパラメータを用いてセル選択／セル再選択を行う。
【００８０】
　また、ＲＲＣ接続状態において、測定制御部１０３は、Ｒｅｌ９ＲＳＲＱ、広帯域ＲＳ
ＲＱ、全シンボルＲＳＲＱ、広帯域全シンボルＲＳＲＱ等の測定可否を示す情報を、ＵＬ
信号送信部１０２を介して、能力情報として基地局ｅＮＢに送信する機能を備える。
【００８１】
　また、ＲＲＣ接続状態において、測定制御部１０３は、基地局ｅＮＢから受信する測定
設定情報に基づいて、Ｒｅｌ９ＲＳＲＱ、広帯域ＲＳＲＱ、全シンボルＲＳＲＱ、広帯域
全シンボルＲＳＲＱのうちのいずれかの測定を行い、測定結果（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
　ｒｅｐｏｒｔ）を、ＵＬ信号送信部１０２を介して、基地局ｅＮＢに送信する機能を備
える。
【００８２】
　セル選択制御部１０４は、ＲＲＣアイドル状態におけるセル選択／セル再選択に係る制
御を実施する。例えば、基地局ｅＮＢから受信したパラメータ（例：ｑ－ＱｕａｌＭｉｎ
Ｒｅｖ）、もしくは「パラメータ＋オフセット値」と、測定制御部１０３により実施され
る当該パラメータ等に対応する測定結果（例：全シンボルＲＳＲＱ測定結果）とを用いて
、セル選択／セル再選択を行う。
【００８３】
　また、前記のように、セル選択制御部１０４は、例２－３で説明したパラメータ算出機
能も有し、当該算出したパラメータ（ｑ－ＱｕａｌＭｉｎＣｏｍｂに相当）と、測定制御
部１０３により測定された測定結果（広帯域全シンボルＲＳＲＱ）とを用いてセル選択／
セル再選択を行う機能を有する。
【００８４】
　＜基地局ｅＮＢ＞
　図２６に、本発明の実施の形態（第１、第２、第３の実施の形態）における基地局ｅＮ
Ｂの機能構成図を示す。図２６に示すように、基地局ｅＮＢは、ＤＬ信号送信部２０１、
ＵＬ信号受信部２０２、システム情報送信制御部２０３、ＲＲＣ接続制御部２０４を有す
る。なお、図２６は、基地局ｅＮＢにおいて本発明の実施の形態に特に関連する機能部の
みを示すものであり、基地局ｅＮＢは、少なくともＬＴＥ方式に準拠した動作を行うため
の図示しない機能も有するものである。
【００８５】
　ＤＬ信号送信部２０１は、基地局ｅＮＢから送信されるべき上位のレイヤの情報から、
物理レイヤの各種信号を生成し、送信する機能を含む。ＵＬ信号受信部２０２は、ユーザ
装置ＵＥから各種の上り信号を受信し、受信した物理レイヤの信号からより上位のレイヤ
の情報を取得する機能を含む。
【００８６】
　システム情報送信制御部２０３は、第１及び第２の実施の形態で説明したシステム情報
の送信制御を実施する。つまり、システム情報送信制御部２０３は、第１及び第２の実施
の形態で説明したパラメータを含むシステム情報（ＳＩＢ１、ＳＩＢ３、ＳＩＢ５等）を
作成し、ＤＬ信号送信部２０１を介してユーザ装置ＵＥ側に送信する機能を有する。
【００８７】
　ＲＲＣ接続制御部２０４は、第３の実施の形態の図２１等に示したＲＲＣ接続手順を実
行する。すなわち、ＲＲＣ接続制御部２０４は、全シンボルＲＳＲＱ測定能力等を含む能
力情報をＵＬ信号受信部２０２を介してユーザ装置ＵＥから受信し、当該能力情報に基づ
いて、全シンボルＲＳＲＱ測定等を指示する情報を含む測定設定情報をＤＬ信号送信部２
０１を介してユーザ装置ＵＥに送信する機能を含む。
【００８８】
　なお、図２５、図２６に示す装置の構成（機能区分）は一例に過ぎない。本実施の形態
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で説明する処理を実現できるのであれば、その実装方法（具体的な機能部の配置等）は、
特定の実装方法に限定されない。例えば、本実施の形態のユーザ装置と基地局は、下記の
ような手段からなる装置として構成することもできる。
【００８９】
　すなわち、本実施の形態におけるユーザ装置は、基地局とユーザ装置とを備える移動通
信システムにおける前記ユーザ装置であって、前記基地局から、全ＯＦＤＭシンボルにお
ける測定に基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質に基づいてセル選択処理又
はセル再選択処理を行う際に用いられる全シンボル用パラメータを受信する受信手段と、
前記全シンボル信号受信品質の測定を行い、当該測定の結果と、前記受信手段により受信
した前記全シンボル用パラメータとを用いてセル選択処理又はセル再選択処理を行うセル
選択制御手段とを備えるユーザ装置として構成される。この構成により、ユーザ装置が、
全シンボルにおける信号受信品質を測定してセル選択／セル再選択を行う際に使用するパ
ラメータを取得し、これを用いてセル選択／セル再選択を行うことが可能となる。
【００９０】
　前記受信手段は、前記基地局から、前記全シンボル用パラメータに加えてオフセット値
を受信し、前記セル選択制御手段は、所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域か
つ全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である広帯域全シンボル信号受
信品質を測定し、当該測定の結果と、前記受信手段により受信した前記全シンボル用パラ
メータ及び前記オフセット値とを用いてセル選択処理又はセル再選択処理を行うように構
成することもできる。この構成により、全シンボル用パラメータに加えてオフセット値を
送信することで、広帯域全シンボル信号受信品質の測定に基づくセル選択／セル再選択を
行うことが可能となる。
【００９１】
　また、本実施の形態におけるユーザ装置は、地局とユーザ装置とを備える移動通信シス
テムにおける前記ユーザ装置であって、前記基地局から、所定のリソースブロック数の帯
域かつ所定のＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である通常信号受信品
質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる通常パラメータと、
全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質に
基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる全シンボル用パラメータ
と、所定のリソースブロック数の帯域よりも広い帯域における測定に基づく信号受信品質
である広帯域信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いら
れる広帯域用パラメータと、を受信する受信手段と、前記通常パラメータ、前記全シンボ
ル用パラメータ、及び前記広帯域用パラメータに基づいて、所定のリソースブロック数の
帯域よりも広い帯域かつ全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に基づく信号受信品質である広
帯域全シンボル信号受信品質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用い
られる広帯域全シンボル用パラメータを算出し、前記広帯域全シンボル信号受信品質の測
定を行い、当該測定の結果と、前記算出した広帯域全シンボル用パラメータとを用いてセ
ル選択処理又はセル再選択処理を行うセル選択制御手段とを備えるユーザ装置として構成
することもできる。この構成によれば、基地局から広帯域全シンボル用パラメータの通知
を行うことなく、広帯域全シンボル信号受信品質の測定に基づくセル選択／セル再選択を
行うことが可能となる。
【００９２】
　また、本実施の形態のユーザ装置は、基地局とユーザ装置とを備える移動通信システム
における前記ユーザ装置であって、前記ユーザ装置が、全ＯＦＤＭシンボルにおける測定
に基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質を測定する能力を有することを示す
能力情報を前記基地局に対して送信する送信手段と、前記能力情報を受信した前記基地局
から、前記全シンボル信号受信品質を測定することを指示する測定設定情報を受信し、当
該測定設定情報に基づいて、前記全シンボル信号受信品質を測定し、当該測定の結果を含
む測定報告を前記基地局に送信する測定制御手段とを備えるユーザ装置として構成するこ
ともできる。この構成により、基地局がユーザ装置に対して、ユーザ装置の能力に応じて
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、全シンボルにおける信号受信品質の測定の指示を行うことが可能となる。
【００９３】
　また、本実施の形態の構成により、通常の信号受信品質との測定差分を考慮した一律の
セル選択／セル再選択を行うことが可能となる。
【００９４】
　前記信号受信品質は、例えば、ＲＳＲＱであり、前記全ＯＦＤＭシンボルにおける測定
は、ＲＳＲＱ算出のためのＲＳＳＩを全ＯＦＤＭシンボルに渡り測定することである。こ
の構成により、ＬＴＥで規定されたＲＳＲＱに関して、例えば、全ＯＦＤＭシンボルの測
定に基づくセル選択／セル再選択を行うことが可能となる。
【００９５】
　また、本実施の形態における基地局は、基地局とユーザ装置とを備える移動通信システ
ムにおける前記基地局であって、所定のリソースブロック数の帯域かつ所定のＯＦＤＭシ
ンボルにおける測定に基づく信号受信品質である通常信号受信品質に基づいてセル選択処
理又はセル再選択処理を行う際に用いられる通常パラメータと、全ＯＦＤＭシンボルにお
ける測定に基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質に基づいてセル選択処理又
はセル再選択処理を行う際に用いられる全シンボル用パラメータと、所定のリソースブロ
ック数の帯域よりも広い帯域における測定に基づく信号受信品質である広帯域信号受信品
質に基づいてセル選択処理又はセル再選択処理を行う際に用いられる広帯域用パラメータ
と、を送信する送信手段を備える基地局として構成することができる。この構成により、
基地局から広帯域全シンボル用パラメータの通知を行うことなく、広帯域全シンボル信号
受信品質の測定に基づくセル選択／セル再選択を行うことが可能となる。
【００９６】
　また、本実施の形態における基地局は、基地局とユーザ装置とを備える移動通信システ
ムにおける前記基地局であって、前記ユーザ装置が、全ＯＦＤＭシンボルにおける測定に
基づく信号受信品質である全シンボル信号受信品質を測定する能力を有することを示す能
力情報を前記ユーザ装置から受信する受信手段と、前記能力情報により前記ユーザ装置が
測定能力を有することが示された前記全シンボル信号受信品質を測定することを指示する
測定設定情報を前記ユーザ装置に送信する設定手段とを備える基地局として構成すること
もできる。この構成により、基地局がユーザ装置に対して、ユーザ装置の能力に応じて、
全シンボルにおける信号受信品質の測定の指示を行うことが可能となる。
【００９７】
　前記信号受信品質は、例えばＲＳＲＱであり、前記全ＯＦＤＭシンボルにおける測定は
、ＲＳＲＱ算出のためのＲＳＳＩを全ＯＦＤＭシンボルに渡り測定することである。この
構成により、ＬＴＥで規定されたＲＳＲＱに関して、例えば、全ＯＦＤＭシンボルの測定
に基づくセル選択／セル再選択を行うことが可能となる。
【００９８】
　本実施の形態で説明する各装置（ユーザ装置／基地局）の構成は、ＣＰＵとメモリを備
える当該装置において、プログラムがＣＰＵ（プロセッサ）により実行されることで実現
される構成であってもよいし、本実施の形態で説明する処理のロジックを備えたハードウ
ェア回路等のハードウェアで実現される構成であってもよいし、プログラムとハードウェ
アが混在していてもよい。
【００９９】
　以上、本発明の各実施の形態を説明してきたが、開示される発明はそのような実施形態
に限定されず、当業者は様々な変形例、修正例、代替例、置換例等を理解するであろう。
発明の理解を促すため具体的な数値例を用いて説明がなされたが、特に断りのない限り、
それらの数値は単なる一例に過ぎず適切な如何なる値が使用されてもよい。上記の説明に
おける項目の区分けは本発明に本質的ではなく、２以上の項目に記載された事項が必要に
応じて組み合わせて使用されてよいし、ある項目に記載された事項が、別の項目に記載さ
れた事項に（矛盾しない限り）適用されてよい。機能ブロック図における機能部又は処理
部の境界は必ずしも物理的な部品の境界に対応するとは限らない。複数の機能部の動作が
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物理的には１つの部品で行われてもよいし、あるいは１つの機能部の動作が物理的には複
数の部品により行われてもよい。説明の便宜上、ユーザ装置、基地局は機能的なブロック
図を用いて説明されたが、そのような各装置はハードウェアで、ソフトウェアで又はそれ
らの組み合わせで実現されてもよい。ユーザ装置のプロセッサにより動作するソフトウェ
ア、基地局のプロセッサにより動作するソフトウェアは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡ
Ｍ）、フラッシュメモリ、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
レジスタ、ハードディスク（ＨＤＤ）、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、データベ
ース、サーバその他の適切な如何なる記憶媒体に保存されてもよい。本発明は上記実施形
態に限定されず、本発明の精神から逸脱することなく、様々な変形例、修正例、代替例、
置換例等が本発明に包含される。
【符号の説明】
【０１００】
ｅＮＢ　基地局
ＵＥ　ユーザ装置
１０１　ＤＬ信号受信部
１０２　ＵＬ信号送信部
１０３　測定制御部
１０４　セル選択制御部
２０１　ＤＬ信号送信部
２０２　ＵＬ信号受信部
２０３　システム情報送信制御部
２０４　ＲＲＣ接続制御部

【図１】 【図２】
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【図２０】 【図２１】
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【図２４】 【図２５】

【図２６】
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